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2

総務費

1 概要

長崎市第四次総合計画が平成32年度(2020年度)をもって 10 ケ年の計画期間が終了
することを受け、平成33年度(2021年度)を開始時期とする「長崎市第五次総合計画」
の策定に向け、平成31年度(2019年度)は市民等からの意見聴取、基本構想案の策定を
行う。

総務管理費

書

目

2 事業内容

(1)総合計画審議会の開催【3,438千円】

ア実施内容

学識経験者などで構成する「長崎市総合計画審議会」で、専門的観点から基本構想
(案)に対する意見を聴取する。

イ開催回数

全 14回(全体会:5回、リーダー会議:1回、部会:8回(4部会X 2回))

7

企画費

番号

1-1

事

総合計画策定費

業 名

(2)まちづくり講演会の開催【928千円】

ア実施目的

長崎市第五次総合計画の策定に向け、市民のまちづくりに対する機運醸成を図ると
ともに、市民へのアンケートを行う。

イ実施内容

(ア)講演

(イ)パネルディスカッション

(ウ)質疑応答

(エ)アンケート

ウ開催時期・場所

時期:平成31年(2019年) 6月(予定)

場所:長崎ブリックホール国際会議場(予定)

予算額

千円

4,421



3 策定スケジュール

段階

基礎調査

市民等の意見聴取

議決条例の制定

基本構想(案)策定

基本計画(案)策定

議会の'決

総合計画(基本構

想・基本計画)策定

平成30年度

(2018年度)

4 財源内訳

平成31年度

(2019年度)

事業費

千円

4,421

【参考】地方自治法改正に伴う総合計画の取り扱いについて

(1)経緯

これまで総合計画にっいては、地方自治法第2条第4項において、市町村に対し、

総合計画の基本部分である「基本構想」にっいて議会の議決を経て定めることが義務
付けられていたが、国の地域主権改革の下、平成23年5月2日に「地方自治法の一部
を改正する法律」が公布され、基本構想の法的な策定義務がなくなり、策定及び議会
の議決を経るかどうかは市の独自の判断に委ねられることとなった。

平成32年度

(2020年度)

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

源

改正前地方自治法

第2条第4項「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てそ
の地域における総合的かっ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに
即して行うようにしなけれぱならない。」=削除

地方

内

千円

訳

その他

千円

)基本構想策定義務廃止後の中核市の状況

地方自治法改正後、基本構想を策定した都市は33市で、うち30市が議会の議決を
経ている。

一般財源

千円

4,421
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2

総務費

1 概要

東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律が改正され、合併特例債の

発行可能期間が5年延長された。

本市の現行の市町村建設計画の計画期間は平成32年度(2020年度)までとなっており、合

併特例債を有効活用するためには、市町村建設計画を変更する必要があるが、計画の変更に際

して、関係地域の各団体の代表者等から意見を聴取するもの。

総務管理費

書

目

7

企画費

番号

2 事業内容

長崎市市町村建設計画変更検討審議会の開催

(1)担任事務合併特例債の適用期間の延長に伴う市町村建設計画の変更にあたり、関係地域

の各団体の代表者等から意見を聴取する。

②委員数 27人以内(地域活動団体を代表する者、産業関係団体を代表する者、学識経

験のある者、公募市民)

③開催回数 1回

④事業費

1-3

事

市町村建設計画改定費

業 名 予算額

報酬

旅費

需用費

使用料及び賃借料

区分

千円

350

3 市町村建設計画の変更内容(予定)

n)計画期間の5年延長

ア長崎地域市町村建設計画:平成17年1月から平成31年度まで

→平成36年度(2024年)まで

イ長崎市・琴海町市町村建設計画:平成18年1月から平成32年度まで

→平成37 度(2025年)まで

②将来人口及び将来世帯にっいて国勢調査実績の反映、平成37年(2025年)推計の追加

③財政計画への決算及び中期財政計画の反映(5年分追加)

(単位:千円)

金額

計

3
7
7
3
0

2
 
3



4 スケジュール

平成31年

平成31年

平成31年

【参考】

合併特例債の発行状況について

・合併特例債発行可能額

・発行済額(平成30年度は発行見込額

・平成31年以降発一可能額

時期

(2019年)

(2019年)

(2019年)

8月

9月

11月

5 財源内訳

審議会開催

市町村建設計画の変更案にっいて県との協議

議案提出(市町村建設計画の変更について)

事業費

内容

千円

350

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

約522億円

約456億円

、 66億円

源 内

地方債

千円

訳

その他

千円

一般財源

千円

350
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総務費

説明

項

概要

長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略の特定戦略として掲げる「『交流の産業
化』による長崎創生」については、現在、企業等において様々なチャレンジが行わ
れており、その芽は着実に生まれつつある。

そこで、このような芽を成功事例につなげるため、新たな消費拡大に向けた取組

みに対する支援を行い、その取組みを顕在化させ、波及効果を広げることで、企業

等による「交流の産業化」を加速化させることを目的として、事業の公募を行い、

有識者による審査を経て補助金の交付を行おうとするもの。(平成30年度に従来
の「交流の産業化応援補助金」(補助上限100万円)から拡大)

総務管理費

目

7

企画費

番号
事業

2-2
交流の産業化リー

ディング事業費

交流の産業化リーディング事業
1)対象事業

企業等(株式会社、社団法人、 NP0法人等)の民間事業者が交流の産業化を
進めることを目的に実施する事業。

名 予算額

(2)募集テーマ

長崎市の強みを踏まえて、消費拡大に向けた戦略性を持った補助としたい
から、次のテーマに沿った事業について、募集を行う。

ア外国人観光客の地域消費拡大に資する事業
イ宿泊観光客の増加に資する事業

ウ長崎市全体の消費拡大につながる交流エリアの拡大に資する事業
エユニバーサルツーリズムに対応した観光地づくりに資する事業

1 7,

千円

1 85

)補助対象経費

・対象事業の実施に要する経費とする。

・ハード事業は、土地に定着したものを補助対象経費とする。

※対象外経費

・団体の組織や施設の運営に要する経費
・飲食に要する経費など



対象者

以下に掲げる要件をすべて満たす者

ア市内に事業所を有する法人または団体
イ組織運営を定めた会則、規約等を定めていること
ウ事業計画を策定し、予算及び決算を適正に行っていること
工団体及び事業の責任者が特定できること

オ事業を的確に施行できる能力を有すると認められること

5)補助額

補助対象事業に要する経費の4分の3を超えない範囲で1件にっき4,000千円
を上限(2か年総額)に補助金を交付する。年度上限2,000千円0
1年目:2,000 千円、 2年目:2,000 千円

交流の産業化リーディング事業選定審査会
産業関係団体を代表する者、金融機関を代表する者、学識経験者のうちから5名
以内を選任する。

4 事業公募から事業実施までのスケジュール(予定)
事業募集期間(約3か月)平成31年4月~6月下旬頃

審査会による事業選定平成31年(2019年)7月上旬頃

事業提案者への結果通知書発送平成31年(2019年)7月中旬頃

補助金交付申請・交付決定・事業実施平成31年(2019年)7月以降

実績審査平成32年(2020年)3月

5 事業経費内訳

(1)交流の産業化リーディング事業の
報酬 161千円、需用費 21千円、

(2)交流の産業化リーディング事業補助金
【H3の採択事業4事業 6,993千円

【H31】当初予算額 10,000千円(@2,000 千円 X5 事業=10,000千円)

【H32】債務負担行為額
限度額 10,000千円@2,000 千円X5事業X1 力年)
期間平成32年度

査に要する費

役務費 10千円

192千円

16,993千円



6 財源内訳

総事業費

千円

8,17,185

※地方創生推進交付金

7

国庫支出金※

千円

592

補助率V2

債務負担行為

財源

県支出金

千円

期間

平成32年度

※地方創生推進交付金補助率V2

内訳

その他

千円

限度額
財

国庫支出金※

千円

000

一般財源

千円

8,593

源

県支出金

千円

内訳

その他

千円

一般財源

千円

5,000



8 参考平成30年度採択事業(応募11件、採択4件)

【事業実施者】【事業名】
インバウンドUT(ユニバーサルツーリズム)の調査 ながさき福祉事業協同組合
研究・商品開発及び事業化

【H30年度交付確定額】 1,794.000円【H31年度補助申請予定額】 1,フ76.000円

【事業内容】
長崎市を訪れる外国人観光客に対してユニバーサルツーリズムに対応した長崎市内観光ルート
やツァーメニューの研究開発・商品化を行い、交流産業としての新たな魅力創出と顧客創出を実
現することにより、消費拡大を図るもの。

【事業名】
NAGASAKI CO01 訪日外国人おもてなしプロジェクト

【H30年度交付確定額】 1,410,000円

【事業内容】
長崎市内で外国語が話せる人材を募集、組織化し、外国人観光客に向けて様々なおもてなしを
行い、外国人観光客の消費の拡大及び長崎の魅力を伝えるもの。
企画体験ツァー、猷GASAKICOOLの配布による飲食店の PR、お困りごと相談窓口開設などにより
インバウンド受け入れ態勢を整備するほか、「外国語対応人材バンク」を開設し、人材の発掘を図
るもの。

【事業名】 【事業実施者】
長崎「尾曲がりネコ」発祥の聖地プロジェクト 長崎「尾曲がりネコ」学会

1.912,000円【H31年度補助申請予定額】 1,800,000円【H30年度交付確定額】

【事業内容1
「尾曲がりネコの聖地・長崎」の認知度を全国共有のものとし、さらに海外への惰報拡散を図
るべく、更なる情報発信強化、多言語対応等取り組むとともに、拠点(尾曲がりネコ神社)を整
備し、ネット環境とりアル空間の複合的活用により相乗効果を発揮させ、インバウンド消費拡大
を図るもの。

【事業名】
【事業実施者】

「長崎」 X 「キングダム」青年団体から始まる新しい
一般社団法人長崎青年協会

地域プロモーション

【H30年度交付確定額】 【H31年度補助申請予定額】 2.000.0002,000,000 円 円

【事業内容】

大人気漫画「キングダム」と「長崎」をコラボレーショ.ンさせた企画プロモーションを行うこ
とで、長崎が持つさまざまな魅力を発信し、日本、世界からの観光客の獲得を狙う。
夜景と絡めたイベントの運営により宿泊につなげるほか、各地を周遊するイベントを行うこと
で、交流エリアの拡大を図る。

【H31年交付申請予定額】 計 6,993.000

【事業実施者】
NAGASAKI CO01 おもてなし
プロジェクト

【H31年度補助申請予定額】 1,417.000円

計 【H30年度交付決定額】 計 7,Π6,000円
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総務費

説明

項

事業目的

長崎市民の愛する声を集めて、長崎の日常の魅力を発信する「長崎0OLOVERS プロジェク
ト」の取組みを推進し、市民のシビックプライドを高めるとともに、新しい長崎ファンをつく

つて長崎市への新たな来訪者を増やし、ひいては滞在期間の延長などによる消費拡大に向け

た取組みを進めるもの。

事業の方向性

長崎0OLOVERSの取組みは、平成29年度、平成30年度に市内への浸透(企画趣旨周知)
に向けた取組み、域外への情報発信に関する取組みを継続的に行ったところ。

その結果、市民や企業等による自主的な取組みが着実に生まれており、長崎0OLOVERS を

活用して長崎の魅力を発信するまちづくり活動の芽が育っている。また、SNSではハツシユタ

グ(#na師Sakilovers)が長崎の魅力を表すものとして浸透し、域外への情報発信ツールとし

て確立している。

平成 31年度を長崎0OLOVERS の取組みの最終年度とし、これまでの成果を具現化するた

め、インフルエンサー(発信力・影響力の大きな人物など)等を活用したガイドブックを制作

し、域外からの来訪者増加、滞在期間の延長、消費拡大に向けた取組みを行う。

3 主な事業内容
5 000千円(1)来訪者加(成)に向けた取組み

0インフルエンサー等を活用した長崎0OLOVERSガイドブックの制作

・来訪者増加、滞在時間の延長、消費拡大につなぐためのコンテンツとする。

→興味、関心を「行動」にシフトさせるガイドブック

※同じ写真はどうすれぱ撮れるのか、実際に同じ体験をするためにはどうしたらよい

のかなどを想起させるようなガイドブックを制作し、長崎来訪への行動へ訴求する。

・長崎市民が"スキ"で長崎を紹介するほかインフルエンサーを活用する。

・発行部数 30,000部(旅行、旅客、情報誌等と連携した配布)

・テーマ数 10テーマ(10通りの新たな楽しみ方を紹介)

・長崎での新たなコト消費を喚起させ、滞在期間の延長に伴う消費拡大につなげる。

総務管理費

目

企画費

番号

2-3

事

「人」のまち「ながさき」

プロモーション事業費

業 名 予 額

5,

千円

900



(2)自走化に向けた支援

0長崎0OLOVERSを活用した独自の取組みに対する支援
長崎0OLOVERS取組み団体等の取組みをウェブサイト、SNSで紹介し、グツズ等の貸し出
しを行う。

500千円.長崎0OLOVERS協力店舗・団体に対するグツズ貸出、提供
(ボスター、 POP)

400 千円.協力店舗・団体等の取組み内容PR

(ウェブサイト運用経費)

4 財源内訳

事業費

千円

2,5,900

地方創生推進交付金※

国庫支出金※

千円

950

補助率ν2

財源

県支出金

千円

900千円

内訳

その他

千円

一般財源

千円

2,950



人の数だけ

長崎 LOVERSがある。

LOVERS

第6回

あなたの、の「スキ」はなんですか?くんち?路面

車?ちゃんほん・・・?そう。人によって「スキ」はさまざま.そ

んな「スキ」でこのまちをしむプロジエクトが「 0OLOV

ERS」です。とつとつてでは、「スキ」が出会って生まれた、もっ

とワクワクする「スキ」に注目してきました.第6回目となる今

回は、こんなに広がったみんなの「スキ」を介します。

屡尋'

^^

旦島
.

^^ r-ー

゛

1

みんなの「スキ」を乗せて走る

LOVE武S も11 1ネ日の

道())にしした!つか

を書いてにぺタン。40枚のシール

コ

'4

一

〆゛
゛ノノ

、

'、
^

智

J台1̂

1505 竜

島

,

゛

ノ

.

長

゛

..

.

人の数だけし

つ'{

ンーj 分

つといっになくなり

長崎銀行の皆さん

上

0^ニ

U

,ー^

、^叱嵐r

LOVERS

^

だ,f'、.しら魯
1四山局嘩 4、;,
"伽公琴
山"僑"^

^

@
杉永蒲鉾さん

「かまほこサイコーUが渦載

かんぽこ愛あふれる営車は、長蛤大学教育学部附小学校の児の皆さ
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長崎雑貨たてまっるさん

日本の良いモノを見つめ
直し発信しているアーバン
リサーチの「」APAN MADE

PROJECT」とコラポして、

長崎"昭和'LOVERS手ぬ
ぐいを制作.テーマは「もし
昭和40年代の長銅座に
アーバンリサーチという

キャバレーがあったら」1
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光大使の「ストレイテナー」ホリエ
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つてみよう1

LOVERSツール&アイテム

皆さんの「スキ」を応援します!
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どの装飾アイテムのし出しも受け付けてい

ます.お問い合わせは、畏 0OLOVERS牢
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2

総務費

説明

項

事業の概要

平成30年の人口の社会動態において、若年層の転出超過を要因とする減少が深

刻な状況であることから、喫緊の対策として、移住者を支援するための専任の組織
を設置するとともに、特に若い世代、働く世代をターゲットとして移住支援策を充
実し、長崎市への移住者を増加させようとするもの。

総務管理費

目

【長崎市の移住相談件数の推移と平成31年度の目標値】

年度 "26H25 H27

相談件数

7

企画費

番号
事業

3-3
ながさき

ウェルカム推進費

移住者数

名

【平成31年度体制等】

予算額

世帯

人数

人員

業務概要

49,

H31年度

●企画財政部に「移住支援室」を設置

(※無料職業紹介機能含む)

0移住相談・移住支援 6名

【内訳】

・職員3名(室長、係長、担当)

再任用職員2名、

就職相談員(嘱託) 1名

相談場所:ホテルニュー長崎1階

相談時間:10:00~18:00

※土日開所(フK曜日休み)

0移住相談・移住支援

0しごとの相談

0情報発信の強化

0移住支援金等に関する周知、受付

0ながさきウェルカムパスボートの発行

H30年度

●長崎創生推進室内に専任の相

談員を配置

0移住相談・移住支援 1名

【内訳】

・ 1名(再任用職員)

相談場所:本館4階執務室内

相談時間:8:45~17:30

※土日休み(予約制)

0移住相談・移住支援

千円

328

12

H29

相談窓口

H30

見込み

320

54

88

H28
H31

目標

800

125

200

幻
 
2
 
5

4
 
6
 
0

6
 
1

柳
 
6
 
巧

榔
 
U
 
乃

鵬
U
 
叫



2 事業の内容

(1)移住希望者をサボートする

0相談体制の充実

.移住相談窓口「(仮称)ながさき移住ウェルカムプラザ」の設置
・専任スタッフによるきめ細かな移住相談

.移住希望者と仕事のマッチング(無料職業紹介機能の創設)
0サボート内容の充実

・移住者支援金制度の創設
・子育て世帯ウェルカム補助金制度の創設
・レンタカー貸出サポート

・移住支援に取り組むNP0団体等との連携
.移住検討者への特典冊子「ながさきウェルカムパスボート」の配布
(企業等と連携)

2)移住希望者をつくりだす

0移住促進に係る情報発信
.「ながさき人になろう」(専用ホームページ)の運営
・長崎移住に関する首都圏向けPRの実施
.お盆、年末年始の帰省者等をターゲットとした長崎駅前PRの実施
.移住者向け長崎市パンフレットの制作(ながさきジーン!移住者特別号)
0移住希望者の掘り起こし
.首都圏など都市部での移住相談会の開催・参加
(東京、大阪、名古屋、福岡など全17回予定)

3 事業費内訳

11,0訟千円(1)(仮称)ながさき移住ウェルカムプラザの設置
仕事.住まい・暮らしやすさなどの受入れ環境に関する相談や情報発信体制の
さらなる充実を図り、移住検討から長崎への定住まで、移住(希望)者の視点に
立った途切れのないサボートを行うため、移住相談者にとってアクセスしやすく
利便性の高い、長崎駅前へ平成31年4月下旬から移住相談窓口を設置する0

0設置場所

0相談体制

0業務内容

ホテルニュー長崎1階

3名(うち 1名は就職相談員)

住まい、暮らしなど長崎市への移住全般に関する相談対応
仕事の相談対応・移住希望者と仕事のマッチング

16,400 千円)移住者支援金

東京一極集中の是正及び地方の担い手不足への対処を目的とした地方創生推
進交付金(移住・起業・就業タイプ)を活用し、東京圏から長崎市へ移住し、新
たに就業した者に対して移住支援金(世帯:100万円、単身:60万円)を支給す
る制度を創設する。(負担割合:国ν2,県ν4,市V4)
1,000千円 X 8世帯=8,000千円
600千円 X14世帯=8,400千円



<対象者>

・東京23区の在住者又は通勤者(直近5年以上)

・申請日から5年以上、継続して長崎市に居住する意思を有していること、

かつ長崎県が選定した中小企業等に就業した者、または長崎県が実施する
創業支援金支給対象者

)子育て世帯ウェルカム補助金 8,700千円

子育て世帯の移住者に対する経済的支援として、県外から長崎市へ移住し、新

たに就業した者に対し子育て世帯ウェルカム補助金(世帯35万、(2)と重複す

る世帯においては10万)を支給する制度を創設する。
350 千円X24世帯=8,400千円

100千円X 3世帯= 300千円

<対象者>

・子育て世帯(中学生以下の世帯員が1人以上いる世帯)

・長崎県外在住者(直近5年以上)

・申請日から5年以上、継続して長崎市に居住する意思を有していること、
かつ長崎市が選定した中小企業等に就業した者、または長崎県が実施する

創業支援金支給対象者

【参考】(2)移住者支援金

東京お区(在住者又は通勤者)から長崎市へ

移住

支援

(3)子育て世帯ウェルカム補助金

子て世帯 10万円

創業

支援

軍京お区(在住者又は通勤者)

以外から長崎市へ

身

60

200万円

(※実施主体:県)

(2)移住者支援金

子畜て世帯

35万円

(3)子育て世帯ウェルカム補助金



移住促進に係る情報発信及び移住者の掘り起こし 8,485千円
移住相談会等の開催・参加(東京、大阪、名古屋、福岡など全17回予定)
.(仮称)ながさき移住ウェルカムプラザへの誘導サイン設置、交通広告、W耶
広告などによる効果的な長崎移住PR等

.移住者向け長崎市パンフレットの作成(ながさきジーン!移住者特別号)

.「ながさき人になろう」(専用ホームページ)の運営

千円

085

)ながさきウェルカムパスボートの配布 408千円

長崎での暮らしを体感してもらうため、県外からの移住希望者に対し、「なが
さきウェルカムパスボート」を配布し、長崎の企業や商店街等と連携したサービ
スを提供する。

・パスポート作成 1,000部

(6)レンタカー貸出サポート 300千円
県外からの移住希望者に対し、レンタカー利用の負担軽減を図り本市の生活環
境等への理解を深めてもらう。(レンタカー事業者との契約にて実施)
・レンタカー利用件数見込み 50件

(フ)その他事務経費

嘱託職員報酬費、

4 財源内訳

3,947 千円

その他事務室関連経費

総事業費

千円

9,49,328

※地方創生推進交付金

国庫支出金※

千円

943

財源

県支出金※

1 2,

千円

300

内訳

その他

千円

一般財源

27,



<参考>

(仮称)ながさき移住ウェルカムプラザ設置位置

JR

長崎駅

才十じ
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長崎
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予算説明書

項

1 概要

現在の市庁舎が抱える狭隆さや窓口の分散、耐震性能の不足、バリアフリーへの対応などの課頑を解
決し、質の高い行政サービスや機能を提供するため、新庁舎の建設を行うもの。
平成30年度に策定する新庁舎の実施設計を基に、平成31年度から建設工事を進めていく0
なお、本事業にっいては、平成30年2月市議会において、平成30年度から平成34年度までの継翫費
にっいて承認されており、そのうち、平成31年度分の実行予算を計上するものである0

【計画概要】
(構造)鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造、免震構造(敷地面積)約6,60orrr
(階数)地上19階、地下1階、PH1階(建築面積)約4,10onr

(延べ面積)約46,20onf(駐車場除く)

参考】継続費の事業費内訳(平成30年度補正予算(第8号)反映後)
訳内

事業費年度 その他関連調査費工事費設計関連費

21,816342,984800平成30年度 364,

36,6332,359,28455,088平成31年度 5002,453,

9,5714,787,80088,832平成32年度 4,886, 700

9,631,20088,832平成33年度 5009,720,

フ,262,90052,164平成34年度 フ,680, 900

46,20424,063,000627,90040025,106,合計

2

総務費 総務管理費

目

7

企画費

番号

フ-1
【補助】新市庁舎建設事業費

新市庁舎建設工事等

事 業 名

(単位:千円)

予算額

平成34年度

(2022年度)

4,837,100

995,000

936,900

493,900

フ,262,900

年度予定)

2 事業内容

2,359,284千円(1)新市庁舎建設工事

【工事費内訳】

1,571,283千円①建築本体工事
323,222千円②電気設備工事
304,348千円③空調設備工事
160,431千円④衛生設備工事

【工事期間】平成31年度(2019年度)~平成34年度(2022年度)
【全体工事費】 24,063,000干円

年度

1,571,283①建築本体 14,517

323,222②電気設備 2,978

304,348③空調設備 2β52

160.431④衛生設備 1,469

2β59,284計 21β16^

※社会資本整備総合交付金の追加内示により予

千円

2,453,500

(単位:千円)

合計

16,026,000

3.296,600

3,104,100

1,636,300

24,063,000

2.495

497

468

365,836

369,296

平成32年度平成33年度
(2020年度)(2021年度)

6,414.4003,188,700

1,319,500655,900

1,242,400617,600

654,900325,600

9,631,2004,787,800

のみ前伊ルで計上(着手は平成31



31,369千円(2)工事監理業務委託

【業務概要】施工者から提出される施工図等や工事を設計図書と照合し、設計図のとおりに実施さ

れているかを確認するもので、そのための各種検討や建築主への報告等を行うもの。

【履行期間】平成31年度(2019年度)~平成34年度(2022年度)

(単位.千円)【全体委託費】 241,300千円

平成34年度
年度工' 合計

(2022年度)

241,30033,782事業費 フフ,21631,369 フフ,21621,717

年度予定)※社会資本整備総合交付金の追加内示により予算のみ前倒しで計上(着手は平成31

(3)設計意図伝達業務委託 4,719千円

【業務概要】工事施工段階において、設計者が、施工者に対して設計意図を正確に伝えるため、質疑

応答、説明、検討、助言等を行うもの。

【履行期間】平成31年度(2019年度)~平成34年度(2022年度)

(単位:千円【全体委託費】 36,300干円

年度 30 '31工'エ'= 合計

36,300事業費 5,08211,61611.6164,7193,267

※社会資本整備総合交付金の追加内示により予算のみ前伊1しで計上(着手は平成31年度予定)

(4)埋蔵文化財調査関連経 1'1,633千円

【業務概要】発掘調査で出土した'物の整理、土壌等の分析及ぴ報告書作成等を行うもの。

●分析等業務委託(自然科学分析、土壌等分析、'物実測) 4,810千円

4,734千円●物整理業務(作業員賃金等)

2,089千円●報告書刊行(印刷製本等)

(5)執務空間等整備計画策定業務委託 19,000千円

【業務概要】新庁舎における市民サービス及び事務効率の向上、職場環境の改善並びに経済的な庁

舎整備を図るため、執務空間等整備計画を策定するもの。

3 財源内訳

(6)建物等事前調査業務委託 25,000千円

【業務概要】周辺建物にひぴ割れ等が万が一生じた場合に、新庁舎建設工事の影か否かを明確1

するため、工事着手前に近接する建物(22棟)の状態を調査するもの

(フ)事務費 2,495千円(水道利用加入負担金、OA機器賃借料、消耗品費、旅費ほか)

内 訳財 源
事業費

その他和地方債瀧国庫支出金知 県支出金

千円千円千円千円千円

744,5701,687,90021,0302,453,500

※1 社会資本整備総合交付金補助率V3(21,030千円)

※2 公共事業等債充当率90%(35,800千円)

公共施設等適正管理推進事業債充当率90%(1,652,100千円)

※3 市庁舎建設整備基金繰入金(494,025千円)

新市庁舎建設事業費負担金(フK道事業会計及ぴ下水道事業会計X250,545千円)

一般財源

千円



平成28年度
(2016年度)

平成29年度
(2017年度)

継続費(新市庁舎建設設計等)

【新市庁舎建設】

受注者
(プロポ
審査会

新市庁舎建設

平成31年度平成30年度
(2019年度)(2018年度)

ザjレ
基本設計
H29.フ~H30.3

【関連調査】

実施設計
H30,5~H31.3

業スケジユール

平成32年度
(2020年度)

公園遊具等
撤去工事
H29.1~3

公会堂剛」
公園敷地
H29.3~11

(埋蔵文化財調査

継続費(新市庁舎建設工事等)

饗■
旧公会堂敷地
H30.2~ト131.1

周辺道路交通解析
H29.3~H30.3

平成33年度
(2021年度)

土質
H29.1

執務空間等
整備計画

建設工事
(約3年)

工事監理業務・設計意図伝達業務
(約3年)

H3

平成34年度
(2022年度)

等事前査

執務空間等
移転支援
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1 概要

地域の主体性、自立性を尊重した地域コミュニティの活性化を推進するため、地域の各種団体

が連携し、一体的な運営を行う地域を支える新しいしくみを推進する。

2

説明書

項

2

①地域コミュニティの活性化に向"こ各種取組み 8ρ卯千円

ア地域コミュニティ連絡協議会の設立に向けた話し合いの場づくり支援 645千円

イ先進地視察の実施(4回) 734千円

ウ地域づくりのりーダーの発掘・育成を目的とした講座の開催(8回) 1,267千円

工わがまちみらい情報交換会の開催

地域コミュニティ連絡協議会の事例発表等を通し、意見交換を行う 783千円

オ地域コミュニティ推進:=の開催(3回) 503千円

力まちづくり支援職員研修の実施(7回) 1,叫3千円

キ次期地域樹止計画策定のための市民アンケート調査 2,237千円

ク事務費釘8千円

一般肋源

千円

6,040

番号

1-1 地域コミュニティ

名 予算額

3 財源内訳

事業

8,090

千円

8,090

※長樹云習所基金

千円

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

源

地方

内

千円

訳

その他(※)

千円

2,050

目
6



ペーン
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予算脱明書

項

2

1 概要

地域の各種団体力陣携して行う一体的な地域運営を財政的に支援する。

2 事業内容

及て楯動^支援釣,1即千円(1)地域コミュニティ

地域コミュニティ連絡協議会に対して、まちづくり計画に基づく活動及ぴ運営に係る経費を財
政的に支援する。

1

目

帽

番号

ア交イ寸対象

地域コミュニティ連絡協議会として認定され、平成31年度中に事業開始が見込まれる地区
22地区

イ交イ寸対象事業

協議会が主催者となり、まちづくり計画に基づく自主的・自立的な地域課題の解決に資する
事業

ウ上限額の算出方法

基礎寄jと人口加算春1の合計額とする

基礎害1:各協識会に一律5m千円人口力噂寄上各協議会の活動範囲の人口1人あたり400円
工地域コミュニティ連絡協議会の認定要件

次の(ア)~(エ)に定める要件を全て満たしている団体

(ア)活動区域が次のa~Cのいずれかに該当すること。

a 11畔牧区を基礎とする区域

b 連合自j台会(統廃合前の11畔牛立区を基礎とする自治会の連合体に限る。)の区域
を基礎とする区域

C その他市長力施当と認める区域

(イ)地区をイt表する団体(次のa及びbを満たしている団体に限る。)であって、地区の
様々な課題に対応できること。

a 次の(a)及び(b)の割合のうちいずれかが8割を超えていること。

(a)地区内の自治会の総数に対する認定を受けようとする団体を構成する自治
会の総数の割合

(b)地区内の自j台会に加入している世帯の総数に対する認定を受けようとする
団体を構成する自治会に加入している世帯の総数の割合

b 連合自;台会、青少年育成協議会、子どもを守るネツトワーク、 PTA、民生委員
児童委員協議会、社会樹止協議会地区支部、学校その他の地区内の団体の相当数

で構成されていること。

1-2

名

ーテイ 、

千円

72,620

額

=



ウ)次のa~Cを記載した規約又は会則を有していること。

a 団体の名称、活動内容、事務所の所在地、活動区域及び構成

b 役員選出及び意思決定に関する事項

び会計に関する事項^'
C ^

エ)まちづくり計画を策定していること。

(2) コミユニテイ

地域コミュニティ連絡

費(消耗品費、印刷費、

ア対象地区

既に準備委員会が設立されている地区及び設立が見込まれる地区:35地区

イ上限額

1地区あたり1卯千円

一般肋原

千円

支援 3,卿千円

設立準備委員会に対して、まちづくり計画の策定等にかかる会議

劃朕料等)について支援を行う。

3 財源内訳

事業費

千円

72,620

※地域振興基金

国庫支出金

千円

財

県支出金

千円

源内

地方債

千円

訳

その他(※)

千円

72,620



4 地区の進捗状況及び検討に至っていない地区への対応策

(1)地区の進捗状況

ア

区分

地域コミュニティ連絡協議会
設立済みの地区
6地区

協議ム

式見

ダイヤ
ランド

小^

式見

南長崎

土井首

南陽
土井首

(H31.2.15時点)

連合自治会

式見地区連合自治会

ダイヤランド連合自治会

イ 準備委員会設立済みの地区
12地区

深堀

茂木

横尾

土井首地区自j台連合会

深堀也区連合自j台会

茂木校区連合自j台会

横尾連合自j台会

西北校区自治連合会

滑石北陽校区連合自;台会

香側也区連合自治会

福田地区自治会連合会

戸町地区連合自j台会

大園地区連合自j台会

西助校区連合自治会

ウ準備委員会設立に取り組んで
いる地区

4地区

工 準備委員会設立に向けて
検討している地区
25地区

オ検討に至っていない地区
30地区

晴海台

野母崎

西城山

蚊焼

高尾

※準備委員会・一地域コミュニティ連絡協議会設立準備委員会

野剛奇樺島連合自j台会

西城山校区連合自治会

蚊焼町連合自治会

高尾校区連合自;台会

漆
凝
翻
噐
器



(2)検討に至っていない地区への対応策

検討に至っていない地区の中には、人口減少や高齢化による担し浮不足などの課題により、協議

会設立に向けた検討力咽難な地区もあるため、そのような地区については、地区の実情の把握や、

人材の掘り起こし等を内容とする詳細な支援計画を策定するとともに、まちづくりを支援する担当

職員による具体的な支援を行います。

【具体的な対応策】

ア地域の実情や課題、特性などを取りまとめた地域カルテを作成します

イ地域の実情を踏まえ、地域の皆さんと今後の進め方について詳細な協峯を行い、必要

な支援計画を策定します

ウ協議会設立を進めるためのまとめ役となる団体やりーダーについて、市も地域と連携

して掘り起こしを行います

工協議会設立の趣旨や彪憂性について理解を深めていただくため、自;台会の定例会等へ

お伺いし説明を行います

オ担当職員が各団体の会議や活動に参加し、地区の課題や現状の把握に取り組みます

力地区内における各団体での勉強会の開催支援(地区の人口動態データの提供、各団体

の活動の共有等)に取り組みます

キ/」ゞ学牧区等の区耆1りと各団体の区割り力喫なる地区については、地域の実情を把握す

るとともに、先行地区の事例を紹介し、調整を行います

ク実際の取組みに基づく具体的な課題、苦労した点、成果等についてモデル地区のりー

ダーによる出育垢驚座を実施します

ケわがまちみらい情報交換会や先進地視察による具体的な事例に基づく研修を開催します

コホームページや広報ながさき等を活用し、制度内容やモデル地区の事例紹介等を情報

発信します

サ地域活動の担い手育成のための講座を開催します


